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第２章 地震・津波被害想定

本章では、本市における過去の地震・津波、現在想定されている最大級の津波に

よる浸水想定とその被害について示します。

２－１ 過去の地震津波記録

県内及び本市における主な地震・津波に関する主な記録は表 2-1 のとおりです。
表 2-1 県内及び本市における地震津波一覧（出典：宮崎市地域防災計画）

年 月 日･時 刻 震 源 地
震度及び

規模
被 害 概 況

寛文 2年 9月20日

(1662･10･31)

(外所地震)

日向･大隅

(日向灘)

北緯 31.7°

東経 132.0°

M=7.6

宮崎下別府の湊に泊せし船舶10隻破損、

汐入となりし麦220俵余、米500俵余、

堤防破損13ヶ所670間、その他道路、橋の崩壊

して通行なり難き所又多し、倒家1,300余軒、

半壊510軒、死亡5人(500人?)

(日本震災凶饉録より)

明和 6年 7月28日

(1769.8.29)

日向･豊後、肥後

(豊後水道)

北緯 32.3°

東経 132.0°

M=7.4

七ッ時大地震、村角町、北中4軒程崩れ

る。南中2軒、其外北中稍々くずれ、村角にて

前代未聞と沙汰す。 (日向雑記より)

明治32年 3月24日

(1899年)

宮崎県南部

北緯 31.8°

東経 131.1°

M=7.2 家屋の壁剥落、器物落下による被害が

若干あり。

明治32年11月25日

(1889年)

3時43分

宮崎県沖

北緯 31.9°

東経 132.0°
M=7.6

同日3時55分にもM=7.5の地震。2回の地震で、

宮崎市で家屋の破損、瓦･壁土の落下

他の地方でも石垣の崩壊、家屋･土蔵の破損あ

り。津波あり･･･細島で波高32㎝

明治32年11月25日

(1899年)

3時55分

宮崎県沖

北緯 31.9°

東経 132.3°

M=7.5 被害は前の地震と重複

明治36年10月11日

(1903年)

1時41分

宮崎県沖

北緯 31.8°

東経 132.0°

M=6.3
宮崎県鞍崎灯台で微小被害。

日向･大隅地方で震度5

明治42年11月10日

(1909年)

宮崎県西部

北緯 32.3°

東経 131.1°

M=7.6

煙突の倒壊、壁の崩壊剥落また屋根瓦の

墜落など多く、海岸地方において地盤に亀裂

を生じたところもあり、半壊家屋もあり

明治44年 2月18日

(1911年)

5時14分

宮崎県東岸

北緯 31.9°

東経 131.5°

M=6.1

宮崎付近で震動最も強く、宮崎市及び付近で

壁の亀裂、煉瓦煙突の倒壊、家屋の小破損な

どの小被害。
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年 月 日･時 刻 震 源 地
震度及び

規模
被 害 概 況

大正 2年 4月13日

(1913年)

15時40分

宮崎県沖

北緯 32.0°

東経 132.0°

4

M=7.1

宮崎市で壁亀裂などの軽被害

最大地震Ⅳ:熊本

昭和 4年 5月22日

(1929年)

1時35分

宮崎県沖

北緯 31°40'

東経 132°05'

深さ 20㎞

5

M=6.9

煉瓦、煙突、墓石倒壊多数、ガラス窓破

損、土壁亀裂ありなど。

昭和 6年11月 2日

(1931年)

19時03分

足摺岬沖

北緯 32°15'

東経 132°38'

深さ 40km

5

M=7.1

市内の電灯は同時に消灯。工事煉瓦煙突

倒壊。鳥居、石灯籠、墓石の倒壊多数。

大淀川鉄橋一部沈下し列車運転に支障あ

り。

海岸沿線地区の家屋では無被害の家屋は

ほとんどなかった。

昭和14年 3月20日

(1939年)

12時22分

宮崎県沖

北緯 32°17'

東経 132°58'

深さ 20km

4

M=6.5

家屋の壁に割れ目が入り、ガラス戸の破損、

煙突の倒壊などあり。

昭和16年11月19日

(1941年)

1時46分

(日向灘地震)

宮崎県沖

北緯 32°01'

東経 132°05'

深さ 0km

5

M=7.2

青島の煉瓦煙突の倒壊あり。大部分の家

屋の壁に亀裂剥落あり。全振幅約1ｍの津波

があり、青島では34隻の漁船が転覆。

昭和36年 2月27日

(1961年)

3時10分

宮崎県沖

北緯 31°36'

東経 131°51'

深さ 40km

5

M=7.0

約 5分間にわたって人体に大きく感じられ

た。土壁、屋根瓦の剥落、タンス、テレビ

受信機などの比較的安定度の大きいものま

で倒れた。

負傷者3、全半倒住家2、一部破損3、

非住家被害5、道路破壊2、橋梁損壊1、

堤防決壊4、山がけくずれ1、鉄道被害2、

船舶被害1 (宮崎署管内)

昭和45年 7月26日

(1970年)

7時41分

宮崎県沖

北緯 32°04'

東経 132°02'

深さ 10km

5

M=6.7

西日本一帯で人体に感ずる強い地震が起こ

り、特に宮崎市で震度が強く、震度5。起こ

ったのが日曜日の朝であったため、家にい

る人が多く、戸外に飛び出す際に転倒する

などの負傷者12、道路決壊1、

山がけくずれ1。 (宮崎署管内)

昭和62年 3月18日

(1987年)

12時36分

日向灘

北緯 31°58'

東経 132°04'

深さ 48km

5

M=6.6

死者1名、負傷者6名、住家一部破損81、

非住家被害1、道路損壊4、鉄軌道1、

通信施設43、山がけくずれ13、その他8
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年 月 日･時 刻 震 源 地
震度及び

規模
被 害 概 況

平成 8年10月19日

(1996年)

23時44分

日向灘

北緯 31°48'

東経 132°01'

深さ 34km

5 弱

M=6.6

被害記録はない。

死者・負傷者なし。

平成 8年12月 3日

(1996年)

7時18分

日向灘

北緯 31°47'

東経 131°38'

深さ 35km

5 弱

M=6.6

被害記録はない。

死者・負傷者なし。

写真 2-1 先人の知恵～「外所地震」を 50 年毎に伝える供養碑

（木花島山地区～最新は 2007 年、7 基目）
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２－２ 宮崎市における津波想定

（１）浸水域

平成２４年３月に内閣府が公表した南海トラフ巨大地震による地震・津波想

定に、日向灘で発生する地震を加味した宮崎県による想定では、浸水面積は表

2-2 のとおり、自治体単位では全国最大クラスの４，０１０ｈａ（内閣府想定
では３，７１０ｈａ）となっています。

表 2-2 県内の津波浸水想定面積

出典：宮崎県地震・津波及び被害の想定について（平成２５年１０月）

浸水想定の概況としては、図 2-1 のとおり、人口や各種都市機能が集積して
いる大淀川河口周辺は、概ね２～５ｍの浸水が想定されています。

また、青島以南では概ね５～１０ｍと浸水深が深くなっており、最大浸水深

は白浜地区で１０～２０ｍと想定されています。
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◎市役所

●県庁

◎●

一ツ瀬川

石崎川

大淀川

清武川

加江田川

青島

宮崎空港

宮崎港

図 2-1 宮崎県津波浸水想定（平成２５年２月）

白浜
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また、平成２５年度に宮崎市がインフラ構想を策定するに当たって、県と同様の実施

条件により津波想定の再現シミュレーションを実施しており、浸水面積については同じ

結果となっています。

（２）沿岸部における最大津波高

宮崎県による想定では、最大津波高は表 2-3に示すとおり、１６ｍとなっています。

表 2-3 津波の最大津波高

出典：宮崎県地震・津波及び被害の想定について（平成２５年１０月）
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本市による再現シミュレーションでは、図 2-2に示すとおり、概ね最大津波高が１１
ｍ未満となる想定結果となり、宮崎県公表の最大津波高１６ｍは白浜地区のみとなる結

果となっています。また、宮崎港内の一部では３～６ｍとなっています。

図 2-2 沿岸部の最大津波高

出典：宮崎市地震津波対策インフラ構想（平成２５年１０月）

宮崎空港

宮崎港

加江田川

清武川

石崎川

大淀川

一ツ瀬川

白浜
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（３）沿岸部における津波到達時間

宮崎県による想定では、津波到達時間の最短値は表 2-4のとおり１８分です。

表 2-4 津波到達時間

出典：宮崎県地震・津波及び被害の想定について（平成２５年１０月）
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本市による再現シミュレーションでは、図 2-3に示すとおり、沿岸部における最大津
波の到達時間は、概ね２２分～２５分となる想定結果となり、宮崎県公表の最短津波到

達時間である約１８分は小内海地区沿岸と想定されました。

一ツ瀬川

約２２分

石崎川

約２３分

大淀川

宮崎港

清武川

約２５分

宮崎空港

加江田川

青島

約２５分

約２２分

約１８分

図 2-3 沿岸部の津波到達時間

出典：宮崎市地震津波対策インフラ構想（平成２５年１０月）
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２－３ 地震・津波による被害予測

平成２５年度に宮崎市が南海トラフ巨大地震を想定対象地震として実施した宮崎市防災ア

セスメント（地震・津波被害想定）調査によると、本市における全壊・焼失棟数は、住宅、

飲食店などで火気使用が最も多くなる冬１８時が最も多く、２９，０００棟と想定されてい

ます。震度６弱以上となる宮崎市では、揺れによる全壊が６６％と最も多く、次いで津波

（１７％）となっています。

図 2-4 全壊・焼失建物の内訳（冬１８時／宮崎市）

出典：宮崎市防災アセスメント（平成２６年３月）

また、死者数の想定は３，０００人であり、そのうち約半数の１，４００人が津波による

死者となっています。

図 2-5 死者の内訳（冬深夜／宮崎市）

出典：宮崎市防災アセスメント（平成２６年３月）


